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年 月 日 年 月 日

2001 FAX番号 0554 22 2861

代 表 者 の
職 名 ・ 氏 名

職
名

会長
フリガナ ワダ　マサヒロ

氏　　名 和田　昌弘

E-mail
アドレス fureai@otsuki-shakyo.jp

法人等の種別 社会福祉法人 法 人 所 轄 庁 大月市

事業所番号 1920612000075

申
 
請
 
者

フ リ ガ ナ シャカイフクシホウジン　オオツキシシャカイフクシキョウギカイ

法 人 等 名 称 社会福祉法人　大月市社会福祉協議会

主たる事務所の

所在地・連絡先

郵便番号 401 0015

山梨県 大月市大月町花咲１０番地

電話番号 0554 23

フ リ ガ ナ フタバホイクエン

施 設 名 称 ふたば保育園

法人の設立年月日 昭和 50 4 28

法人が実施している
事業名

保育所・社会福祉を目的とする事業の企画及び実施

FAX番号 0554 22 3508

E-mail
アドレス

futaba-ootuki@ba04.plala.or.jp

施設の所在地
・ 連 絡 先

郵便番号 409 0623

山梨県 大月市七保町葛野２７８３番地１

電話番号 0554 22 3508

連携施設の名称（地
域型保育のみ）

認可年月日 平成 18 3 30 確認年月日

園長の氏名・職名
フリガナ オマタ　カヨコ

職　名 園長
氏　　名 小俣　加代子

30平日 7 時

平成 27 3 23

時 30 分 ～ 18 時

30 分 ～ 18 時

時 分

30 分

日曜日 時 分 ～

開 所 時 間
2号・
3号

分

土曜日 7
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保育所

人 人 人 人

人 人 人 人

学級 （１学級当たり 人）

人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人

㎡ 室/ ㎡ 室/ ㎡ 室/ ㎡ 室/ ㎡

㎡/人 ㎡/人 ㎡/人 ㎡/人 ㎡/人

㎡ ㎡/人

休園日
※夏季休園日○月○日～△月△日、
○○行事の振替休日○月第△曜日

のようにご記入下さい

国民の祝日に関する法律に規定する休日及び日曜日

年末年始(１２月２９日～翌年１月３日)

利　用　定　員

2号認定
５歳児 ４歳児 ３歳児 合計

43

3号認定
２歳児 １歳児 ０歳児 合計

17

学 級 編 制 ６ 9，66

職
員
の
状
況

職　種 主任保育士 保育士 調理員 その他職員

配　置
職員数 非常勤 7 1

常　勤 1 2 1

医師（嘱託医） 有  ※内科医、歯科医の両方いる場合に「有」

教育・保育従事者1
人当たりの園児数

6.5　 人（非常勤職員は常勤換算して算出）

平均経験年数 11.08年 20.25年 20.08年

専　従 兼　務 専　従 兼　務 専　従 兼　務 専　従 兼　務

常勤職員の労働時間 ８ 時間

施
設
設
備

設　備 園舎 乳児室 ほふく室 保育室

１人当たりの面積 4.12 7.49 3.3 2.42

遊戯室

居室数／面積 239.25 1 22，49 １ 19，8 2 121，42

園庭
設置場所 全体の面積 満２歳以上児１人当たり面積

敷地内 385 7.7
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保育所

運営方針

〇入園する乳幼児の最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進することに最
もふさわしい生活の場を提供するように努めます。

〇保育に関する専門性を有する職員が、家庭との緊密な連携の下に利用乳幼児の
状況や発達過程を踏まえて保育を行います。

〇利用乳幼児の家庭や地域との様々な社会資源と連携を図りながら、乳幼児の保
護者に対する支援、及び地域の子育て家庭に対する支援等を行うよう努めます。

教育・保育の内容

〇養護と教育の一体的な提供・・保育士等は、子ども一人ひとりを尊重し、命を
守りつつ乳幼児期にふさわしい経験が積み重ねられるよう援助していきます。

〇子育て家庭に対する支援・・地域の様々な人や場や機関などと連携を図りなが
ら、地域に開かれた保育園を目指し、地域の子育て力の向上に貢献していきま
す。

子育て支援の実施状
況

（実施している場
合）

〇毎週火曜日に園開放を行い、育児相談にも応じます。

〇年2回、未就園児対象の子育て広場を開催し、保護者の方のつながりの場を提
供します。

有

教育・保育の提供内
容に関する特色

〇社協で運営している保育園であることを活かして、お年寄りの方々や地域の
方々と触れ合う機会を多く持っています。

〇豊かな体験や人との関わりを通して、「生きる力」の基礎を育んでいきます。

利用料
（実費徴収・上乗せ

徴収）
なし

苦情に対応する
窓口の状況

窓口設置の有無 苦情内容記録の有無 市町村への報告の有無

有 有
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